
修了制作は家一軒大工育成塾

　
大
工
育
成
塾
東
京
都
港
区

が
運
営
す
る
「
大
工
育
成
塾
」

は
見
て
学
び
取
る
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
木
造
建
築
職
人
を
体
系
的

に
養
成
し
て
い
る
。
３
年
間
で

理
論
と
実
技
を
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
学
ぶ
。
入
塾
資
格
は

―

歳
で
技
術
的
な
資
格
は
不

要
。
工
務
店
の
二
代
目
が
家
業

を
継
ぐ
目
的
も
あ
る
が
、
多
く

は
モ
ノ
づ
く
り
へ
の
高
い
関
心

か
ら
入
塾
し
て
く
る
。
国
土
交

通
省
の
支
援
事
業
で
も
あ
る
。

　
２
０
０
３
年
か
ら
福
岡
の
ほ

か
東
京
と
名
古
屋
、
大
阪
で
毎

年
合
計
１
０
０
人
が
入
塾
す

る
。
少
数
だ
が
女
性
も
い
る
。

７
割
が
普
通
科
高
校
か
ら
の
進

学
。
他
の
３
割
は
工
業
系
高
校

や
専
門
学
校
、
大
学
卒
の
経
歴

だ
。
中
に
は
大
学
の
建
築
学
科

を
卒
業
後
、
木
造
建
築
を
学
ぶ

た
め
の
塾
生
も
例
年
い
る
。

　
入
塾
後
は
塾
生
一
人
に
工
務

店
の
棟
梁
一
人
が
付
く
。
平

り
ょ
う

と
う

日
は
工
務
店
の
日
常
業
務
を
通

し
た
現
場
修
業
。
加
え
て
３
年

間
で

日
程
度
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

教
科
書
を
使
い
、
合
宿
形
式
の

集
中
講
義
で
理
論
を
学
ぶ
。
集

大
成
で
あ
る
３
年
目
の
修
了
制

作
は
、
全
国
各
地
で
技
術
を
磨

い
た
同
期
生
が
力
を
合
わ
せ
て

一
軒
の
家
を
築
く
。
棟
梁
や
卒

業
生
が
集
ま
り
、
約
２
週
間
に

わ
た
り
制
作
。
建
て
る
の
は
実

際
に
施
主
が
住
む
物
件
で
、
手

も
気
も
も
ち
ろ
ん
抜
け
な
い
大

仕
事
だ
。

　
修
了
後
は
「
大
工
志
」
と
い

し

く

だ
い

う
独
自
の
称
号
を
与
え
ら
れ

る
。
文
字
通
り
「
志
」
を
抱
き

な
が
ら
、
指
導
を
受
け
た
工
務

店
に
就
職
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
だ
。
そ
の
後
数
年
で
独
立

す
る
人
も
い
る
。

　
一
般
的
な
徒
弟
制
度
で
は
若

い
職
人
が
少
な
く
同
期
が
い
な

い
こ
と
が
多
い
が
「
仲
間
が
で

き
る
こ
と
が
一
番
の
メ
リ
ッ
ト

だ
」

福
岡
塾
事
務
局

と
い

う
。
職
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

加
え
て
、
木
造
文
化
の
将
来
も

築
か
れ
て
い
る
。

　
佐
賀
県
立
有
田
窯
業
大

学
校

佐
賀
県
有
田
町

は
、
１
９
８
５
年
の
開
校

以
来
、
約
１
９
０
０
人
の

陶
磁
器
産
業
の
製
造
技
術

者
を
輩
出
し
て
き
た
。
陶

磁
器
専
門
の
専
修
学
校
と

し
て
は
全
国
で
珍
し
い
機

関
。
日
本
の
磁
器
発
祥
の

地
で
あ
る
有
田
に
あ
る
の

が
大
き
な
強
み
で
、
堀
賢

太
副
校
長
は
「
学
校
か
ら

外
に
一
歩
出
れ
ば
伝
統
産

地
の
風
に
当
た
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
、
力
を
込
め

る
。
ま
た
公
立
の
た
め
授

業
料
が
安
い
の
も
特
徴

だ
。

　
学
科
は
１
年
制
、
２
年

制
、
４
年
制
が
あ
る
。
新

卒
高
校
生
か
ら
未
経
験
の

社
会
人
、
経
験
者
ま
で
幅

広
く
受
け
入
れ
る
。
県
内

や
隣
県
か
ら
の
入
学
者
が

中
心
だ
が
、
他
地
域
か
ら

移
住
す
る
人
も
い
る
。
年

齢
は

代
、

代
、

代

が
そ
れ
ぞ
れ
約
３
割
ず
つ

を
占
め
る
。

　
２
年
制
と
４
年
制
の
専

門
課
程
は
主
に
未
経
験
者

を
対
象
と
す
る
。
陶
磁
器

の
歴
史
や
原
材
料
、
釉
薬や

く

ゆ
う

な
ど
基
礎
か
ら
習
得
で
き

る
。
校
長
の

代
酒
井
田

柿
右
衛
門
氏
は
じ
め
井
上

萬
二
氏
、
中
島
宏
氏
ら
有

田
が
誇
る
人
間
国
宝
が
特

別
講
師
に
名
を
連
ね
る
な

ど
、
講
師
の
層
が
厚
い
。

　
同
時
に
技
術
だ
け
で
な

く
、
感
性
も
必
要
だ
。
美

術
大
学
を
卒
業
後
に
入
学

す
る
学
生
も
い
る
た
め
、

キ
ャ
リ
ア
の
差
が
出
て
く

る
こ
と
は
あ
る
。
だ
が
授

業
終
了
後
や
休
暇
中
の
努

力
で
追
い
つ
く
学
生
が
多

い
と
い
う
。
座
学
以
上
の

経
験
を
積
む
た
め
に
も
、

産
地
内
に
立
地
し
て
い
る

意
味
は
大
き
い
。

　
有
田
焼
は
ピ
ー
ク
時
か

ら
見
れ
ば
、
出
荷
額
が
低

迷
し
て
お
り
、
窯
元
を
含

め
て
苦
し
い
状
況
に
あ

る
。
一
方
で
卒
業
生
の
多

く
は
、
有
田
や
県
内
外
の

産
地
で
窯
元
や
メ
ー
カ
ー

に
就
職
し
て
お
り
、
人
材

と
し
て
の
期
待
度
は
高

い
。
在
学
中
に
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ

就
業
体
験

を
通
じ
て
、
自
分
を
売
り

込
む
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
な

ど
、
業
界
と
の
距
離
は
近

い
。

産地で技と感性磨く有田窯業大学校

覚
悟
あ
れ
ば
夢
近
づ
く

　
博
多
織
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
カ
レ
ッ
ジ

福
岡
市

博
多
区

は
、
福
岡
の
伝

統
工
芸
品
・
博
多
織
の
手

織
り
技
術
者
を
養
成
し
て

い
る
。
機
械
織
り
が
増
え

た
な
か
で
、
２
０
０
６
年

に
博
多
織
の
業
界
団
体
が

後
継
者
育
成
の
た
め
開

校
。
毎
年
、

人
の
募
集

枠
を
超
え
る
応
募
が
全
国

か
ら
集
ま
る
。

　
入
学
資
格
は
原
則

歳

ま
で
。
ほ
と
ん
ど
が
織
物

や
服
飾
と
関
係
の
な
い
キ

ャ
リ
ア
を
持
つ
。
勤
め
る

企
業
を
辞
め
て
入
学
を
希

望
す
る
人
が
少
な
く
な

い
。
ま
た
手
織
り
の
博
多

織
は
も
と
も
と
力
が
必
要

な
、
男
の
世
界
だ
っ
た
。

だ
が
例
年
、
学
生
の
約
９

割
を
女
性
が
占
め
る
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
「
創

造
と
自
立
」
が
テ
ー
マ

で
、
２
年
間
の
課
程
で
月

―
土
曜
ま
で
み
っ
ち
り
学

ぶ
。
織
り
や
染
め
、
デ
ザ

イ
ン
の
技
術
だ
け
で
な

く
、
背
景
と
な
る
文
化
や

歴
史
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
音
楽
、
伝
統
芸
能
な

ど
感
性
も
磨
く
。
ま
た
経

営
に
メ
デ
ィ
ア
戦
略
、
販

売
実
習
と
い
っ
た
、
卒
業

後
を
見
据
え
た
内
容
を
含

む
の
が
特
徴
。
講
師
陣
は

学
長
で
あ
る
人
間
国
宝
の

小
川
規
三
郎
氏
を
は
じ

め
、
地
場
を
中
心
に
第
一

線
で
活
躍
す
る
人
々
だ
。

業
界
、
地
域
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
体
制
が
わ
か
る
。

　
授
業
料
の
年
間

万
円

の
ほ
か
、
材
料
費
な
ど
同

万
円
が
か
か
る
。
ま
た

長
期
休
暇
は
正
月
と
お
盆

の
み
で
「
休
日
も
自
分
の

感
性
を
磨
く
時
間
に
充
て

る
よ
う
勧
め
て
い
る
」

事
務
局

な
ど
、
卒
業

ま
で
に
は
相
当
の
努
力
が

必
要
だ
。
卒
業
後
は
メ
ー

カ
ー
へ
の
就
職
の
ほ
か
、

独
立
を
選
ぶ
学
生
が
多

い
。
ま
た
希
望
す
れ
ば
１

年
間
は
研
究
科
に
進
み
、

さ
ら
に
腕
を
磨
く
シ
ス
テ

ム
も
あ
る
。

　
博
多
織
は
約
８
０
０
年

の
歴
史
を
持
ち
、
主
に
着

物
の
帯
に
使
わ
れ
て
き

た
。
た
だ
近
年
は
着
物
自

体
の
市
場
縮
小
と
と
も
に

業
界
に
と
っ
て
厳
し
い
状

況
が
続
く
。
一
方
で
卒
業

生
は
、
従
来
の
伝
統
の
型

に
は
ま
ら
な
い
色
づ
か
い

を
生
み
出
す
な
ど
、
伝
統

技
能
の
世
界
に
新
風
を
吹

き
込
ん
で
い
る
。

伝統と革新の技術者養成博多織デベロップメントカレッジ

　いわゆる「職人」と呼ばれる技術者を養成する
学校がある。景気低迷の中で資格取得はキャリア
アップや就転職に有利と言われ、セミナーやスク
ールなど「お稽古ごと」は人気だ。それでは職人
養成校は一体どのような内容で、どのような技術
が身に付くのだろうか。県内外の３校をのぞいて
みた。

　
「
不
景
気
に
な
る
と
入
学
応
募
が
増
え
る
」
と
い

う
声
が
よ
く
聞
か
れ
る
。
求
職
数
の
減
少
と
と
も

に
、
企
業
へ
の
就
職
か
ら
腕
に
技
を
身
に
つ
け
た
職

人
の
世
界
に
目
標
を
変
え
る
動
き
の
一
つ
だ
ろ
う
。

　
一
方
で
景
気
に
関
係
な
く
企
業
の
キ
ャ
リ
ア
を
捨

て
て
、
飛
び
込
ん
で
く
る
人
々
が
少
な
か
ら
ず
い
る

と
い
う
。
配
偶
者
や
子
ど
も
を
抱
え
な
が
ら
も
、
夢

を
諦
め
き
れ
な
か
っ
た
り
、
人
生
の
転
機
を
見
い
だ

し
た
り
、
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　
だ
が
、
そ
う
し
て
入
学
す
る
人
々
に
共
通
す
る
の

は
、
そ
れ
だ
け
の
覚
悟
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
学
校
に
入
学
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
将
来
が
約

束
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
覚
悟
さ
え
持
っ
て

い
れ
ば
、
職
人
へ
の
道
が
近
づ
く
こ
と
は
確
か
だ
。

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 　　　　 春季号　　　　Ｋ　Ａ　Ｔ　Ｓ　Ｕ


